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 広島北部森林管理署では、平成 30 年度「公益的機能増進協定」に基づき国有林に介

在する民有林(0.79 ㌶)において森林整備（間伐）を行いましたが、その森林整備及び保

全の効果を分析・評価するため、H31.4.15 に森林整備実施後の樹高、胸高直径、林内照

度などの調査を行いました。 
 その結果、標準地調査の 2 箇所のいずれでも全調査因子について、森林整備の効果が

出たことがわかりました。 

 
 ■標準地調査箇所 No1 の調査因子表 

 
 

 

 

 



■標準地調査箇所 No2 の調査因子表 

 
平成 30 年度に森林整備(間伐)を行ったことにより、以前より林内(床)に太陽光が入

り込むことで、今後林内(床)に新たな植生が期待されるとともに、ヒノキの上長生長、

肥大成長が期待されることにより、本来森林の持つ国土の保全、水源の涵養(かんよ

う)、生物多様性の保全など、公益的機能の維持・発揮が期待されます。 

 

 
間伐前の状況(0.74 ㏊箇所) 



 

間伐後の状況(0.74 ㏊箇所) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     間伐前の状況(0.05 ㏊箇所) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間伐後の状況(0.05 ㏊箇所) 

 

 森林所有者からは、「間伐の効果が実感できた。」などと高評価でした。 
なお、広島北部森林管理署では、今夏にそれぞれの標準地において植生の変化(種の

増加等)について調査を行い更に森林整備の効果を検証していきます。 

 
 



■調査因子表の説明 
□林内照度 

森林内おける照度(明るさ)。 

□林外照度 

森林の外縁(周囲)の障害物がない場所における全天の照度(明るさ)。 

□収量比数 

林分で最多密度(ある樹高のもとで、もうこれ以上立木が入らない(生育)しないという上限の

本数密度)を 1 としたときの、それに対する相対的な立木の密度。この収量比数は、地域ごと

樹種ごとに違います。なお、一般に収量比数 0.8 以上は混み過ぎとされています。 

□相対照度 

森林の外縁(周囲)の障害物がない場所における全天の照度(林外照度)に対する林内照度の割

合。相対照度 20～30%で林床植生が豊富でスギ、ヒノキの生長に良いとされており、5%以下

では林床植生は殆どなくスギ、ヒノキの生長にも悪いとされています。 

□相対幹距比 

上層木の‘平均樹高に対する平均個体間距離の割合。 

相対幹距比の算出例(ｐ2 の「準地調査箇所 No2 の調査因子表」) 

・ 10,000/伐採後の本数密度(1,300)=7.6 

・ 7.6 の平方根 √7.6=2.77 

・ 2.77/伐採後の平均樹高(20.62)＝0.134 

・ 0.134*100=13.4% 

□形状比 

樹高(cm)を胸高直径(cm)で除した値。形状比が 80 を超えると気象害に対して弱いとされ、こ

の値(80)を超える林木が多い林分は混み過ぎとされています。 

 


